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  協会員の皆様におかれましては、ますますご活躍のことと存じます。 

 ごあいさつ  本協会が平成 18 年 1 月にＮＰＯ法人に認証されてから、国際セミナー等の人材育成事業をはじめとし、動

物看護職の能力開発と発展に向けさまざまな事業に取り組んで参りました。また、資格認定事業では、毎年

たくさんの方が認定試験を受験され、現在までに約 5500 名の動物衛生看護師と同時に、グルーマー、トレー

ナーを社会に送り出すことが出来ました。今後も多くの方々の資格認定ができることを期待するとともに、動物

看護師の職域の確立を目指して邁進して参ります。 

さて、４月にヤマザキ学園大学が開学し、３ヶ月が経ちました。学生の皆さんが日々高度な知識と技術を身

に付けようと一生懸命学んでいる姿を見ることができます。動物看護実習やコンパニオンアニマルケアー論実

習では聴診器や、体温計、そしてハサミやナイフといった慣れない器具を使用しながら初めて出会った動物と

向かい合う姿は、将来有望な動物看護師としての成長していく期待が高まります。 

そして本年度は『第 5 回ヤマザキ動物愛護シンポジウム』をヤマザキ学園大学開学記念と致しまして、開催

いたします。現在では様々な分野で動物との関わりが増え、また必要とされております。人が動物を看護し、

ケアーを行っているだけではなく、動物から学ぶこと、与えてくれるものが私たちの命を支えてくれているので

はないかと感じずにはいられません。今回は「動物愛護と青少年の教育を考える～動物たちが教えてくれる

こと～」と題し、財団法人日本動物愛護協会理事長中川志郎先生の基調講演後、東京農業大学教授林良

博先生、歌手・女優ジュディ・オングさん、ヤマザキ学園大学動物看護学部学部長の若尾義人先生をお迎え

しパネルディスカッションを行ないます。 

 この機会に是非、皆さんで動物愛護について一緒に考えてみませんか。会員の皆様のご参加をお待ち 

しております。 
特定非営利活動法

             会長  山 﨑 薫   
人 日本動物衛生看護師協会 
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活活動動報報告告  
日本獣医内科学アカデミー/日本獣医臨床病理学会 2010 年大会（JCVIM/JSVCP2010） 

動物看護職対象プログラム共催 
2 月 12 日(金)～14 日(日）に開催されました日本獣医内科学アカデミー/日本獣医臨床
病理学会 2010 年大会(JCVIM/JSVCP2010)に共催し、動物看護職セミナーでは本協会
副会長の井上留美先生が教育講演されました。 
 井上副会長の講演『動物看護における動物リハビリテーション』は 13 日(土)に行わ
れ、会場には動物看護師、獣医師の皆様など約 150 名の方々にお越し頂きました。 
動物看護師の新しい職域分野であるリハビリテーションに関するに内容を真剣な眼差
しで聴講されておりました。ご参加頂きました皆様、誠にありがとうございました。 

NNeewwｓｓ！！  
山﨑薫会長  

California Registered Veterinary Technicians Association  
        (CaRVT カリフォルニア州認定獣医技術師協会)        2010 年名誉会長に就任 

 6 月 26 日(土)、27 日(日)にアメリカ カリフォルニア大学ディビス校で行なわれ
たCalifornia Registered Veterinary Technicians Association(CaRVT) 主催の
The 3rd Annual UC Davis Back to School Veterinary Technician CE Seminar に
山﨑会長が招待され、Honorary President of 2010 に就任いたしました。 
 協会からは、CaRVT のジェニファー・ボイル会長へ、本協会の 2010 名誉会長
の就任書をお渡しいたしました。CaRVT と JAHTA が今後ますます素晴らしい信
頼関係と協力関係を築いていけることを期待いたします。 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 受験者 合格者 合格率 

AHT 319 名 315 名 98.4% 

DGS 301 名 296 名 98.3% 

CDT 301 名 297 名 98.7% 

CGS 43 名 42 名 99.7% 

ＶＴ 15 名 15 名 100% 
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平成 22 年 1月 24 日（日）にライセンス筆記試験がヤマザキ学園の二会場で実施されました。 
ＡＨＴ、ＤＧＳ、ＣＤＴライセンスには本年も 300 名を超える受験者が試験に臨みました。平成 21 年度より新設さ
れたキャット・グルーミング・スペシャリスト（ＣＧＳ）の初めてとなる面接試験も 2 月に同時に実施いたしまし
た。本年度は 42 名のＣＧＳライセンス取得者第 1号が誕生しました。 
それぞれのライセンスを取得した新たな会員の皆様が、今後実践を積み重ねながら精進され、活躍の場をさらに広
げていかれることを期待しています。 

以上、平成 21 年度のライセンス試験結果をご報告いたします。 

〖平成 22 年度 試験日程予定〗 

筆記試験：平成 23 年 2 月 15 日（火） 

面接試験：①平成 23 年 2 月 16 日（水）、17 日（木） 

     ②平成 23 年 2 月 18 日（金） 

合格発表：①平成 23 年 2 月下旬 

     ②平成 23 年 3 月上旬 
    ①ヤマザキ動物専門学校にて実施 

    ②ヤマザキ動物看護短期大学にて実施 

ご声援いただいた皆様、ありがとうございました。 

 平成 22 年 2 月 7 日(日)に開催されました、『第 60 回全関東八王子夢街道駅伝競走大会』にヤマザキ動物看護短期大学駅

伝チームが出場いたしました。“短期大学”がこの大会に出場するのは初めてのことです。公道で開催される駅伝大会として

は国内最大規模で、第 60 回目の節目となる今大会では、過去最多の 466 

チーム、約 1900 人が参加しました。ランナー達はスタート地点の JR 八 

王子駅北口から、ゴールの都立南多摩高校へとタスキをつなぎました。 

 ヤマザキ動物看護短期大学チームは、大学男子の部にエントリーし、沿 

道の声援を受けながら初出場とは思えぬ素晴らしい走りを見せてくれ、無 

事完走を果たしました。 

日本動物衛生看護師協会（JAHTA）では以下のような入会基準を設けています。本協会の資格取得者の方は、「ライセンス会員」と

して登録されています。一般会員としての加入をご希望される方へ下記の入会方法を是非ご紹介ください。 

■入会ご希望の方は、お名前(漢字)、ご連絡先、加入希望の旨を明記の上、封書、Fax、E-mail または HP の 

お問い合わせフォームよりご連絡ください。また、ホームページにも詳細を掲載しておりますので、是非ご覧くだ 

さい。 

特定非営利活動法人日本動物衛生看護師協会  事務局宛 

【封書】 〒150-0046 東京都渋谷区松涛 2-7-10-901 TEL＆FAX 03-5454-2531  E-mail info@jahta.or.jp 

【ホームページ】 http://jahta.or.jp/    お問い合わせフォーム http://jahta.or.jp/form.php 

入会について 

 現在、日本の動物看護職は、その認定団体によって教育内容や試験内容がさまざまです。こうした現状の中、その教育と試験

を標準化し将来国家資格化することを目的として、昨年より準備を始め今年 2 月には公益社団法人日本動物病院福祉協会

(JAHA)を会場に動物看護職認定 5 団体が終結し、動物看護職統一試験協議会を発足いたしました。2 ヶ月に 1 回各団体の事務

所を持ち回りにして会議を重ね、平成 24(2012)年には同一日程・同一問題による認定試験の実施を目指し、既に各団体での

資格保持者への対応を含めて計画を進めております。また、動物保健看護教育を推進する 4 大学では、動物保健看護学教育の推

進に貢献するため、全国動物保健看護系大学協会を設立し、本年 7 月にはヤマザキ学園大学で総会が執り行われます。動物看護

学のコアカリキュラムの作成・統一、発展に向けてその推進活動を行っています。このような動きの中、動物看護職統一試験実

現への期待が高まっております。会員の皆さまにおかれましても、より一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

【動物看護職認定 5 団体】NPO 法人日本動物衛生動物看護師協会、一般社団法人日本小動物獣医師会、 

公益社団法人日本動物病院福祉協会、全日本獣医師共同組合、日本動物看護学会 
 
 

【動物保健看護系４大学】ヤマザキ学園大学、日本獣医生命科学大学、帝京科学大学、倉敷芸術科学大学 
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【プロフィール】 2005 年 10 月～（学生時代）タラムアモーレス（パピヨン犬舎）アルバイト勤務

2008 年 3 月 学校法人ヤマザキ学園ヤマザキ動物看護短期大学 卒業  

2008 年 4 月 株式会社ジョーカー アルバイト勤務 

2008 年 10 月 株式会社ジョーカー 入社 

現在 株式会社ジョーカー DOG＆CAT JOKER ららぽーと横浜店 グルーマー勤務 

Q1. なぜこの仕事を選ばれたのですか？ 

Ans.短期大学在学中、CAC 論実習にて担当教員や助手の技術の素晴らしさに憧れ、自分もこんな風になりたいと思ったのが、この仕事を目指すきっかけと

なりました。本格的に仕事にしようと思ったのは福山貴昭先生が行っていたテリアのグルーミングを見た時です。そして実際に自分でグルーミングを行ってい

くうちに、この仕事の厳しさや苦しさに悩みながらも難しい技術が習得できた瞬間を感じられる楽しさがやりがいにつながっています。 

Q2. グルーマーになって大変だと思うことはありますか？ 

Ans.スキルアップの為、講習会に参加し、勉強をするのには休日を利用したり仕事が終わってからになるため、自分自身の時間が少なくなってしまいます。 

また講習への参加費用も必要なため、経済的にやりくりをするのが少し大変です。 

Q3. 女性が多い職種ですが、男性の立場で難しいこと、気をつけていることはありますか？ 

Ans.最初はみなさんとどのように接すれば良いのかなど戸惑うこともありましたが、今は男性としてと言うより職場の中間的立場としてクッション材の様な存

在でいられれば良いかなと思っています。また、常に穏やかでいることを意識しています。 

Q4. 将来像を教えてください。 

Ans.自分のグルーミングサロンを持ち独立したいと思っています。グルーミングのライセンスだけでなく、動物看護師の資格を持っていることで、動物の健康

管理等についても自信を持って開業の準備を進めることが出来ます。住居兼店舗型のお店にするのが夢です。

Q5. この仕事をしていて嬉しかったことを教えてください。 

Ans.お客様よりご指名を頂いた事です。１年前、爪切りをしたイヌの飼主様より初めて指名を頂くことが出来ました。今でもはっきりとイヌの名前を覚えている

くらい、とても嬉しかったです。 

Q6. 後輩にアドバイスをお願いします。 

Ans.学びたい、知りたいという向上心を持ち、意欲的に働くことが大切だと思います。お給料をもらうためだけではなく自分のスキルアップを常に意識して仕

事に取り組むことで遣り甲斐や楽しさを見出すことが出来ます。 

グルーミングをしている姿から、この仕事に対する熱い想いを感じることが出来ました。 

木船さん、お忙しい中ご協力ありがとうございました。これからもお体に気をつけて夢に向かって頑張ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

JAHTA ではホームページで活動の様子や、セミナーのご案内など情報を公開しています。 
さらに、ライセンス会員専用サイトでは会員さま限定の様々な情報を掲載中ですので、ぜひご覧ください！！ 
（ご覧頂くには会員登録が必要です。会員登録がお済みでない方は、以下の方法でお手続きください。） 

 

 

《会員登録方法》 ①  個人ＩＤとパスワードを取得して下さい 
ＪＡＨＴＡホームページの［お問い合わせ］から、または info@jahta.or.jp 宛に「氏名」「ご住所」 
「ライセンス取得年」「パソコンのメールアドレス」をお送りください。 
お教えいただいたメールアドレスに協会から専用の ID とパスワードをお伝えします。 

② 会員専用サイトにログイン 
ＪＡＨＴＡホームページから届いた個人ＩＤとパスワードを利用して【会員専用サイト】にログイン 
します。 

③ 登録情報を確認、入力して登録完了 

ＪＡＨＴＡ ＨＰ   http://jahta.or.jp/    ライセンス会員専用サイト  http://jahta.or.jp/login/login.html

ヤマザキ学園と動物看護の歴史が一冊にまとまりました！ 

評論家、パーソナリティーである鶴蒔靖夫氏による、『動物看護新時代』が好評発売中です。
2010 年 4 月ヤマザキ学園大学が開学するまでの、ヤマザキ学園と動物看護学発展の軌跡
をまとめた、読み応えのある本です。認定校についての内容も盛り込まれていますので、
会員のみなさまも是非ご一読ください！ 

【発行：ＩＮ通信社 定価：1,800 円（+税） お求めは書店にて】

http://jahta.or.jp/form.php
mailto:info@jahta.or.jp
http://jahta.or.jp/
http://jahta.or.jp/login/login.html
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 JAHTA 認定校ヤマザキ学園が毎回、動物とヒトとの関係をテーマとして行ってきたシン 

ポジウムも今年で５回目を迎えることとなりました。これまで、「動物愛護と青少年の教育 

を考える」と言うテーマで基調講演、ディスカッションや小・中学生対象とした職業体験など 

を行って参りました。 

 今回は、ヤマザキ学園大学開学記念『～動物たちが教えてくれること～（仮題）』といた 

しまして各界の著名な方々をお招きし「生命
い の ち

の尊さ」について学んでいくことを目的とし 

ております。小動物医療や動物看護が進歩した現在、人々のコンパニオンアニマルへ 

の意識が変わってきつつあります。しかし、人間の福祉社会にも活躍する補助犬の需 

要が増えてはいるものの、まだまだ理解が浸透しておりません。人生のパートナーとして 

社会的に認識していただける方が 1 人でも多くなって行く社会を作って行きませんか。 

皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

《申込み先》 

学校法人ヤマザキ学園広報部 シンポジウム事務局 
 電話 ： 03-3468-1101    E-mail ： symposium@yamazaki.ac.jp 
 ヤマザキ学園ＨＰからも“イベント申込みフォーム”よりお申し込みいただけます。  

http://www.yamazaki.ac.jp/ 
お申込み後、招待状を送付致します。(参加費無料･要予約)  ※予定は変更になることがあります。 

第 4 回の基調講演の様子 

会期  ：  平成 22 年 7 月 19 日（月・祝） 

         受付 午後 1 時 30 分～ 

         開演 午後 2 時 00 分～午後 4 時 00 分 （予定） 

 

会場  ：  九段会館  

         〒102-0074 東京都千代田区九段南 1-6-5 

         ※地図参照 

 

基調講演：  中川志郎 先生 （財団法人日本動物愛護協会 理事長） 

 

パネルディスカッション： 

 コーディネーター  山﨑薫 先生（学校法人 ヤマザキ学園 理事長） 

      「動物愛護と青少年の教育を考える」 
       中川志郎先生（財団法人日本動物愛護協会 理事長） 林良博先生（東京農業大学・獣医師） 

       ジュディ・オングさん（歌手・女優・木版画家）  若尾義人先生（ヤマザキ学園大学 動物看護学部 学部長） 

 
後援  ：環境省/文部科学省/農林水産省(予定)/心の東京革命推進協議会/渋谷区/八王子市/社団法人日本獣医師会/社団法人東京都獣医師会/

財団法人日本動物愛護協会/社団法人日本動物福祉協会/公益社団法人日本動物病院福祉協会/ＮＰＯ法人日本動物衛生看護師協会/一般社団法人

日本動物看護職協会/社会福祉法人日本介助犬協会/ＮＰＯ法人日本聴導犬育成の会/財団法人アイメイト協会/読売新聞社東京本社/日本ペット栄養

学会/サバンナクラブ/ＮＰＯ法人ペットドッグトレーナーズ協会/日本動物リハビリテーション研究会/動物との共生を考える連絡会/ヒトと動物の関係学会

/ペット研究会「互」/優良家庭犬普及協会/世界犬教育協会/全日本愛犬スポーツ協会/財団法人日本盲導犬協会/一般社団法人ペットフード協会 

―地図― 

                           地下鉄 東西線・ 

新宿線・半蔵門線 

九段下駅 

（４番出口）から 

徒歩１分 

                           JR 飯田橋駅から 

 約 10 分 

【求人情報】 

株式会社教育アシストセンター経営「アニマル・メディカル・センター」（ヤマ

ザキ学園大学隣設）では、動物看護師を募集中です。当院では最新の動物リ

ハビリテーションを実施し、研究発表にも力を入れております。また、動物愛護

福祉活動としての譲渡活動も活発です。ティーチングホスピタルのため、学生

のインターン指導等と動物病院業務に加え、動物愛護福祉活動に興味と

向上心のある方を募っています。お問合せは下記までご連絡ください。 

〔採用担当・連絡先〕 

  ㈱教育アシストセンター     TEL 03-5790-2388   担当：玉井 

～編集後記～ 

最後までアニマルニュースを読んで下

さり有難うございました。 

今後も半年に 1 度の発行ですが、より

多くの情報をみなさんにお届けできる

よう努力して参ります。暑い日が続き

ますがお体に気を付けてお過ごしくだ

さい。        事務局 

第 4 回の介助犬ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾚｰｼｮﾝの様子 


